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増大す る ， 即 ちそ の 崩壊過程に は ． か な りの 質的な變化 が あるら しい 。 か か る ト ミ ヨ の 表暦胞 の 性質ほ ウニ

の 表層粒 に似 た と こ ろ が多い の は興味深 い 。

　｛問｝　表層胞に リ ポ イ ド・の Utfirある こ と を觀察 し た か o （山本時男 ）

　（讐｝ 表層胞を摘出す る こ と力絃 だ 出來ない の で ， まだ觀察 して お りませ ん 。

ニ シ ン 卵 の 温 度 盧 理 狩野康比古 ・柳 町隆措 （北大 ・ 理 ・動）

　 ニ シ ソ （α ゆ 6 σ 鰤 め の 成熟未受精卵は徑 1．（F37 ．5 μ の 表屠 胞を有し ， 受精 と典に 之が 崩潰 ， 圍卵腔

が形成され る 。 弐い で 細胞質 の 集積が 起 り胚盤 が優起 し卵割が 始まる 。 然 る に ， 卵を豫め 35 ° − 30℃ で

1−2 分閤處理 した 後に穡子 を加 え る と多疊の 表暦胞が未崩潰 で 残留 し た ま ま細胞質 の 集積を起 して 卵割 を開

始 す る 。

’
　R 留 した表暦胞は 序 々 に 崩潰 して 行 くtr甚 だ L い 時は孵 化近 く迄殘 つ て い る事 hSあ る。 夫れ故 ・ こ

の 事實 よ り表mvaの 崩潰遏程 と 發生開始と云 5S との 間には直姻 果的 な關係が 鷦 ・事朗 る調 ・ こ の 際

の rerelgegの 鰭 畷 颱 の 崩潰を曲 け 興 奮ゆ 騨 速脳 腥 莚された の 礁 くし て 勘 彊さ ・ 齢 無

の 表肝胞 の 崩潰機構が 何等か の 傷害を受 b た結果で ある と思 5 。

　（同） 卵躑 まあポ らな くて 卵割をす る の で ナ か 。 （石田壽老）

　 （讐） 非 常に 狹い 團卵 腟 が 出來 る。少數 の 表暦胞ほ 崩潰す る 。

　（問 ） サ ン シ ヨ ウ ウニ 卵で は硫酸 に よる activation カ｛非常に 早L ・處理 （3〜 5　s ） でや つ と低李 に生 ず る

か ， 或｝t全然生 じ ませ ん 。
4e 　s 處理 で は 大 部分 granule 燭壌な しで 卵 割を し tす 。 し か し パ フ ン ウ ニ 卵で

は 30s 處理 で完全 oc 珈 ation が起 り 10　rnin ．　．　Pt理 で 9tahule 崩獲 なしで 卵割 し ます 。
ニ シ ソ とメ ダカ

の 熱處理 の 揚合 も刺戟の 過剰處理 と考え られ ますが い か が で しよ うか 。 （石川僅）

　（答 ） 過剰處理 とも考え ， 種 k な澀 度 ・ 處理時間 を用い て 見 ま した が ， 今 の 處正常 の 如 き表眉胞崩潰 を俘

5活性化を起す事 に 成功 して い ま せ ん 。

爾 棲 冢 の 携 聖 蝉 構 灘光晋作 （廣島大 ・ 理 ・動）

　演 者は 兩棲類 の硝子器内静卵に 關する研 究を行 つ て 次の結果 を得 た 。 ト ノ サ マ ガ エ ル の 卵卑片を腦下垂殪

懸濁液 中に湲 す と ， 23。C ， で ユ2 月では ， 約 17 時聞後 ， 2 月及 3 月で は約 10 時聞 ・
4 月で は 4〜 8 時

聞後 よ り撫卵 が 始まる。 硝子器内で 排卵され た卵 は ， 體腔に移植し て 融卵管を通 遏させ レ 後に 人工 受精を行

ふ と正 當 の 如 く發 生 を始め オ タ マ ジ ヤ ク シ に な る もの もある 。 叉 硲子器 内で排卵 された る卵をボ ル ト フ レ

ター液中に 入れ て 少時お くと， 第二威熟分裂 の 中期に 至 る 。 イ干 りに つ い て も大 髄 同樣の 結果を得た 。 之 で

は處理後約 11 時 聞で排卵が 始ま る 。 こ の 樣な 卵を體腟に 移 植 レ て ， 橇卵管を逋遏さす と．人工 受精に よつ

て ， 健全 な幼生 と な り、 變態を塗げ る。又排卵後 3時間以上 リ ン ゲ ル 液 中に保 つ 時は ！．第
1極値を放出 し ，

ヵ ＝ ル と同樣第 2 成熱 分裂 の 申期 に逹す る 。

　　　　雨棲靉 の 受精 eml1tM　 ）tsて 皿 ヒ キガ 禺 ル 糖子の 醐 酢 用 蒲購 一煉 大 ・理 ・動

演者は 前轍 （
’49

，

’52）に 於 て ， ヒ キガ エ ル 卵の 受精力載 立す る爲 に は卵を包む ゼ
’
V　− ffhe必要 な事 ， ゼ

リ｛ の 代 りに ゼ ラ チ ン や寒 天 の 如 き コ ロ イ ｝
’
を用い て も受藩可能な事翠び卵や ゼ リーに 含まれ る と思われ る

糖類eCtsの物質 1輔 靄類 とPtL・ ， 緕子 の 9動性や 受補に關係 し な 、曙 を逋ぺ た ・ 今回‘ま精勦 脳 液に就て ・

ゼ リ ー・ゼ ラ チ ン 。 ヒ ア ル ウ ロ ン 酸等の 分解酵 素を蜜瞼レ た結果を 報告 し ， 其等酵 素 の 存在鰡 め られ な い ．

事か ら ， ヒ キ ガ ＝ ル の 精子 は 偶然ゼ P 冖や ゼ ラ チ ン 等 の コ ロ イ ドゲル 物質に接觸 した もの が ， 此 等を
一
種の

足掛 り と し て 全 く機 践的に前進し ， 卵子 に 入る もの で ，こ の 點ゼ リーH を除い て も受精 汚河 能な ウ 昌 な ど と

蓮 5受蒲機構 を示 して い る こ とを述べ る 。

｛　34 ）
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　（問 ノ　 ヒ キガ ＝ ル の 精虫 に は大 きな波動謨があるが ， こ れ演何か の關係 を もつ て い る と思われ ませ ん か 。

（武藤 義信）

　（答）・そ 5か もし れ ま せ べ 。

　｛問） 精液中に は ア ミ ラ ーゼ 作用 はあり ませ ん か 。 と云 ふ の は ゼ リ冖は糖蛋白で あ り，
ウ ニ 等で み ら ます

か らo ．（濱野繁｝　　　　、

　｛警 ）一未だ試 み て お りませ ん 。

　（問） jelly中で 精子が 機械的足が か りをえそい る とい う意昧を具體的 に読明 して 下 さい 。（沼 野井春雄 ）

　（答 ） zk申で は 尾を微か に振動 ざせ て い るに遏ぎ な1，・fit，　ge1 中で は 相當大 きく ラ セ ン ｝伏に身體 を振 つ て

進 む事が 位 相差顯饅鏡で 見 ら れ ま す 。 恐 ら く前進す る 爲 の 抵抗 の よ 5な もの で は な い か と思 い ま す 。

　憫 1） M卵の 中で精子 力鋤 くか 。 （2） 受精 を 見分 る に は 。 幟 光晋働

　〔答 1〕 行 つ て い ない
。 ｛2） 分割せ る もの を 受精 した と認め る 。

　　　　　縞子 の 色繁軆理 による トZ サ マ ガ 呂 ル 半數 躔幼生 の 作製　宮田澄 男 （兵謹農科大 ・生）　　　　　　 ・

　孚數體幼生 の 致死原因の 隼理学的研究を企圖 した が ， 蜜驗材耕 と し て 多數 の 牛數饐を容易な方法で 娼 る必

要に逍 られた 。こ の ため
，

ト ノ サ マ ガ エ ル を嗣い ， F リ パ フ ラ ピ ン 及 び トル イ ジ ソ ・ブル ーで豫め 精子を露

理す る 方注を擬用 して
， 良好な結果を得る こ と溺 で きた 。 即 ち之等色素 の リ ン ゲル 稀縄液約 2．5   に 糟集

1 個分 の精子を 一 定時間浸し ・ こ れで 人工受精を行つ た 。 ト リパ フ ラ ビ ン處理 で は ， O．002％ 前後の もの で

30 分 間處 理す る の が 有効 で あ つ た hS， こ の 方 法 は 處理時 の 溜度な どに よ り　− ecな成果を期待 で きな か つ だ 。

これに 反 し ト ル イヂ ン t プ ル 冖處理 におい て は ， 比較的確寳な結果沸 得 られた 。 即ち O．ooel〜 0．0008％ 、 30

分閲露理 で 常に 生 存 個贖 （孵化期迄）の 70％ 以 上 に 牛籤饐の 発生を見た 。 尾芽期よ り周知 の 特異外醗か ら牛

ua で あ ると麟 された個 齢 ・ 少vaの例外を脚 す べ ・ 組織学的に も孚鱧 と同定 され た ． ．異譲 生個體

中に は ． 種 々 の 複糶な モ ザ イ ク個鵬潔 見出 され た 。

　（周 1） 加 及 び n 個饅 の 組織細胞学的研究 は な され ま し たか 。 　（2） Trypaflavin は強力な mitotic

poison として 知られ て い るか ら ， 發育を病害 した り ，發 生 を減少せ しめ た りす る の で は な い か 。 （吉 田凌秀亅

　｛答 1） 時間 の 臨係で 申 し忘れ まし た ，齟織 學的観察あ結果の數宇 で す 。　（2♪ そ の 方面 の 事は まだ明瞭

に 考察 して い ま せ ん が ， トル イ ヂ ソ ブ ル 冖 肅 よ り核酸 と結び つ き易い と言 う最近 の 報告が 何か の 參考にな る

と思つ て い ます 。

ウ 昌 ゐ受精卵 における受 隋素 の 放 墨 元 ｛・t ・勳 僚 北大 ・理 ・生 ）

　さきに パ フ ン ウ ニ の 受精膜を除い た 受精卵が受精素 （膠着素）を放 出す る こ と を報告し た 。 今 回 は 受精膜

を除去す る方法 を か えた
。 即 ち膜を機誠的に 除 く代 りに受精直後

’
（1−3 分 の ち） に ユ モ ル 尿素溶 液で 5〜 10

分あ ら つ て膜を完全 に とかし 去つ たb こ の 處置に よっ て 受精膜 の み で な く寒天質 もの ぞ か れた 。こ の 卵を海

水中に 8−12 時間お くと明らか に 受藩素握 檢出 された 。 同樣な方法 で キ タ サ ン シ ョ ウ ニ 〔TentnePle“rus

加 74 耽 鰭 ） Q 受精卵を試み る と霧 天質中の 受精素 よ りもは るか に 多量の それが 受緕卵に よ り放出され た 。

また正常受稿卵は受精膜が孵化に よ りやぶれた の ち に漉水中に 受精素hs見出 された ひ ま た胞胚期 よ り嚢胚期

ま で 幼生 を飼 つ ＃酌 k中に も見出さ れた の で 受精素は受 精後 も長ty間にわた り卵ヵ・ ら放出され6S の と思わ

れ，る 。

　（冏 ） 受精 の 時に ヤ ヌ ス 線粒子 が 完歪 に こ わ れなけれ拭 受精素が ヤ ヌ ス 線粒子 か ら出る と も考え られ る

が 　そ の 黒に醐 して ど 5考 え るか。 （lt；本時男）

　（答） そ の 可能性を考慮に い れ て 實驗を行 つ て い ま す が ， ま だ 結論に靆逹い た し ま ttん 。 　　こ

（35 ）
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